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-EfYMsofdissoIvedo堰aniccompounds）

新垣雄光･上原正也（TakemitsuArakakiandMasayaUehara）

琉球大学理学部海洋自然科学科化学系

沖縄本島北部では、降雨により赤土が沿岸に流出し海を赤く染めている。赤土

には鉄が多く含まれており、その鉄は、太陽光で酸化．還元されるため、活性

酸素の生成に大きく寄与すると考えられている。活性酸素種の中でもＯＨラジ

カルは､最も酸化力が強いことから､沿岸生態系への悪影響が危,倶されている。

そこで、本研究では、降雨の際に赤土およびそれと同時に流れ出る肥料などに

含まれる天然有機物（本研究では、市販のフミン酸を使用）が、海水中でＯＨ

ラジカル生成にどのような影響を与えるかを調べた。その結果、赤土粒子だけ

を清浄海水と混合した試料では、ＯＨラジカルの生成は確認できなかった。清

浄海水にフミン酸を添加した試料では､光照射の際に､ＯＨラジカルを生成し、

その生成速度はフミン酸濃度に正比例することが明らかとなった。さらに、ス

ペクトル解析の結果、フミン酸と赤土粒子が共存するとフミン酸は赤土粒子に

吸着されることがわかった。実際の赤士に汚染された海水を用いて行った実験

では、硝酸イオン濃度が最も高い試料で最大のＯＨラジカル生成が見られた。

海水中では光化学的にFeql)が生成することがわかっているが、過酸化水素と

の反応は阻害されるため、光フェントン反応によるＯＨラジカル生成は起こら

ないなど、多くの知見を得ることができた。


